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罹
災
（
り
さ
い
）
証
明
書

町総務課　TEL 096‒234‒1140( 内線 221) 

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104) 

■
年
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
人
も

　
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
期
間
（
保
険
料
納
付
済
等
期
間
）
が
、

25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
も
年

金
が
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

● 

受
給
対
象
者
に
は
「
年
金
請
求
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

　
す
で
に
65
歳
以
上
の
方
で
、
保
険
料

納
付
済
等
期
間
が
10
年
以
上
の
方
が
対

象
で
す
。
対
象
者
に
は
、
平
成
29
年
２

月
末
か
ら
７
月
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
年
金
請
求
書
」
が
順
次
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
請
求
書
が
届
い
た
ら
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
熊
本

東
年
金
事
務
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
請
求
の
手
続
き
が
完
了
し
た
対
象
者

に
は
、
平
成
29
年
９
月
分
の
年
金
が
10

月
に
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す

(

以
降
、
２
か
月
分
の
年
金
が
偶
数
月

に
支
払
わ
れ
ま
す
）。

●
受
け
取
り
額
は
納
め
た
期
間
で
決
定

　
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ

て
支
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。
納
め
た
期

間
が
長
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
年
金
額
が

多
く
な
り
ま
す
。
後
納
制
度
や
任
意
加

入
に
よ
り
年
金
額
を
増
や
せ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
熊
本
東
年
金
事
務
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
不
審
な
電
話
に
は
ご
注
意
を
!

　
年
金
請
求
書
を
送
付
す
る
前
に
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
電
話
を
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
手

数
料
な
ど
の
金
銭
の
支
払
い
を
求
め
る

こ
と
や
、
金
融
機
関
の
口
座
を
聞
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
な
電
話

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

・
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
４
）

年金の受給資格期間が
10 年に短縮されます

効能制度や任意加入で年金額を増やせます

■ 

罹
災
（
り
さ
い
）
証
明
書
の
申
請

受
付
は
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
町
で
行
っ
て
い
る
罹
災
（
り
さ
い
）

証
明
の
申
請
受
け
付
け
は
、
３
月
31
日

（
金
）
で
原
則
終
了
し
ま
す
。

　
罹
災
証
明
書
は
、
熊
本
地
震
な
ど
の

災
害
に
よ
り
居
住
す
る
家
屋
な
ど
に
被

害
（
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、
一

部
損
壊
）
を
受
け
た
こ
と
を
町
が
証
明

す
る
も
の
で
す
。
保
険
金
の
請
求
や
各

種
生
活
再
建
支
援
制
度
を
利
用
す
る
際

な
ど
に
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。

　
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

● 

町
外
へ
避
難
、
長
期
入
院
さ
れ
て
い

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
な
お
、
町
外
へ
の
避
難
や
長
期
の
入

院
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
終
了
後
も
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
罹
災
証
明
書
申
請
受
付
窓
口

▼
申
請
受
付
日
時

　
町
庁
舎
開
庁
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
受
付
場
所

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
モ
ー
ル
内
特
設
ブ
ー
ス
（
町
役
場

併
設
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
• 

本
人
（
世
帯
主
、
世
帯
員
も
し
く
は

所
有
者
）
確
認
で
き
る
運
転
免
許
証

な
ど

•

印
か
ん

•

被
災
状
況
の
分
か
る
写
真

• 

委
任
状
（
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場

合
）

•

調
査
済
証
（
受
領
し
て
い
る
方
の
み
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
１
）

罹災（りさい）証明書
申請はお済みですか

町生涯学習センター内特設ブースで受け付けます
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損
壊
家
屋
の
解
体
申
請

町環境衛生課　TEL 096‒234‒1169( 内線 251) 

男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140( 内線 223）

■ 

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て

● 

男
女
ど
ち
ら
か
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

男
女
共
同
参
画
イ
ベ
ン
ト
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
、「
男
性
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
男
性
が
や
る
こ
と
が
男

女
共
同
参
画
で
す
か
。
ひ
と
つ
の
こ
と

を
男
女
が
と
も
に
作
り
上
げ
る
の
が
男

女
共
同
参
画
で
す
か
」
と
い
う
40
代
男

性
の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

男
性
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
断
言
で
き
る
も

の
は
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
女
性
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
た
。「
子
ど
も
を
産

む
こ
と
」
確
か
に
そ
う
で
す
が
、
産
ま

な
い
選
択
も
あ
る
の
で
、
単
純
に
断
言

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
２
つ
の
性
だ
け
に
分
け
て
考
え
る
と

「
生
き
づ
ら
さ
」
を
感
じ
る
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

● 

性
別
役
割
分
担
で
な
く
多
様
な
役
割

分
担
で
協
力
し
あ
う
こ
と
が
大
切

　
で
は
、「
私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
。

私
に
な
ら
で
き
る
こ
と
」
と
考
え
る
と

ど
う
で
し
ょ
う
。
い
く
つ
か
思
い
浮
か

ぶ
も
の
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
男
だ
か
ら
、
女
だ
か

ら
、
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

で
は
な
く
、
個
々
の
意
欲
や
能
力
を
生

か
し
た
多
様
な
役
割
分
担
に
よ
っ
て
、

共
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
と
何

と
な
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

● 

男
女
す
べ
て
が
多
様
な
違
い
を
生
か

し
て
共
生
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

　
私
た
ち
が
め
ざ
す
社
会
は
、
男
女
平

等
を
当
然
の
前
提
と
し
て
、
男
女
ひ
と

り
ひ
と
り
が
多
様
な
違
い
を
生
か
し
て

共
に
輝
く
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
で

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
３
）

■
申
請
期
限
は
３
月
31
日
（
火
）

　
町
で
行
っ
て
い
る
熊
本
地
震
な
ど
に

よ
る
損
壊
家
屋
な
ど
の
公
費
解
体
お
よ

び
自
主
解
体
の
申
込
期
限
は
、
３
月
31

日
（
金
）
で
す
。

　
公
費
解
体（
町
に
解
体
撤
去
を
依
頼
）

お
よ
び
自
主
解
体
（
個
人
で
解
体
業
者

な
ど
依
頼
し
て
解
体
撤
去
を
行
い
、
町

に
費
用
の
払
い
戻
し
を
請
求
す
る
）
を

し
た
人
で
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
早
め
に
町
環
境
衛
生
課
へ
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
建
物

　
罹
災
（
り
さ
い
）
証
明
書
で
半
壊
以

上
と
判
定
さ
れ
た
建
物
な
ど

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
込
書
、
建
物
配
置
図

・ 

本
人
確
認
資
料
（
運
転
免
許
証
や
保

険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
し
）

・ 

罹
災
証
明
書
の
写
し
（
建
物
ご
と
で

半
壊
以
上
と
判
定
さ
れ
た
も
の
）

・ 

建
物
登
記
簿
（
未
登
記
物
件
は
名
寄

帳
）

・ 

資
産
証
明
書
（
町
税
務
課
で
取
得
）

　
自
主
解
体
の
場
合
は
、
次
の
書
類
も

必
要
で
す
。

・
解
体
前
、
解
体
中
、
解
体
後
の
写
真

・
解
体
撤
去
内
訳
書
（
詳
細
な
見
積
書
）

・
請
求
書
、
領
収
書

・ 

そ
の
ほ
か
解
体
す
る
建
物
の
床
面
積

を
実
測
し
て
い
る
記
録
写
真
と
実
測

図
な
ど

※ 

未
相
続
や
抵
当
権
な
ど
が
存
在
す
る

建
物
な
ど
は
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
の

別
途
書
類
が
必
要
で
す
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
環
境
衛
生
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　
３
月
31
日
（
金
）

※
自
主
解
体
は
、
期
限
ま
で
に
解
体
撤

去
が
終
了
し
た
も
の
が
対
象
で
す
。

 

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
環
境
衛
生
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

　（
内
線
２
５
１
）

すべての人が輝ける
男女共同参画社会

男女がお互いに支え合い尊重することが大切

公 費 解 体・ 自 主 解 体 の 申 請 は 期 限 内 に

損壊家屋の解体申請は
３月 31 日（火）まで


